
(1) 昭和41年1月10日 第 8号

村のようす
(12月1日現在）

世帯数 1,438戸
人口 8,021人
男 3,897人
女 4,124人
積 46.65

平方キロ
面

たばこは地元の店で

買いましよう
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ヽ

り
、
そ
の
上
、
偏
狭
、
寡
小
の
た
め
当
然
こ
の
ま
ヽ
呻

こ

ヰ

の

は

じ

め

に

あ

た

つ

て

放

置

出

来

な

い

現

状

で

あ

り

ま

す

の

で

、

こ

の

際

教

一

育
向
上
進
展
の
た
め
施
設
、
設
備
の
全
く
整
っ
た
新
皿

設
統
合
小
学
を
建
設
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一

一

玉

川

村

長

丹

内

榮

一

一
昭
和
四
十
一
年
の
新
春
を
迎
い
心
か
ら
お
祝
い
申
第
三
に
、
母
畑
ダ
ム
の
早
期
着
工
実
現
で
あ
り
ま
一

す
。
今
年
度
に
お
い
て
二
、
九

0
0万
円
の
調
査
費
皿

一
し
上
げ
ま
す
。

-
か
え
り
み
ま
す
と
、
昨
年
は
大
望
で
あ
っ
た
玉
川
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
し
、
こ
の
ダ
ム
開
発
は
、
わ
が
-

一
村
の
殿
堂
で
あ
る
新
庁
舎
の
建
築
落
成
等
、
わ
が
村
村
の
農
業
構
造
改
善
事
業
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
一

一
の
歴
史
に
残
る
数
々
の
大
事
業
を
成
し
得
ま
し
た
こ
す
の
で
、
こ
れ
等
と
合
せ
て
進
め
て
参
り
た
い
と
存
皿

一
と
は
、
村
民
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
協
力
に
よ
る
賜
も
じ
ま
す
。

一
の
で
あ
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
次
に
、
県
営
．
ハ
イ
ロ
ッ

9
地
区
の
推
進
や
、
農
協
一

-
さ
て
新
し
い
年
昭
和
四
十
一
年
は
午
年
で
あ
る
以
合
併
等
に
つ
い
て
も
今
後
も
お
し
進
め
る
考
え
で
あ
皿

一
上
、
玉
川
村
政
の
上
に
お
い
て
も
一
大
飛
躍
発
展
の
り
ま
す
。
そ
の
他
、
土
木
事
業
、
厚
生
行
政
等
に
つ
い
一

』
年
と
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
て
も
一
層
手
を
加
え
て
行
く
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
一

一
に
お
い
て
は
次
の
施
策
を
柱
と
し
て
進
ん
で
行
き
た
私
も
村
長
に
就
任
し
ま
し
て
四
年
目
、
今
回
の
任
一

一
い
と
思
っ
｀
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
第
一
に
農
業
構
造
改
期
最
後
の
年
で
あ
り
、
午
年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
今
-

一
善
事
業
の
推
進
で
あ
り
ま
す
が
、
之
は
中
、
北
須
釜
年
は
尚
一
層
の
馬
力
を
か
け
、
二
十
貫
の
体
躯
を
玉
一

一
部
落
を
中
心
に
断
固
お
し
進
め
て
参
る
覚
悟
で
ご
ざ
川
村
政
の
た
め
に
捧
げ
、
前
に
申
し
述
べ
ま
し
た
施
直

一
い
ま
す
。
第
二
に
本
村
教
育
百
年
の
大
計
に
立
ち
、
策
と
真
剣
に
取
り
組
ん
で
行
く
覚
悟
を
新
ら
た
に
致
一

一
西
部
小
学
校
（
川
辺
、
小
高
、
竜
崎
）
の
統
合
実
現
し
て
お
り
ま
す
の
で
皆
様
の
御
指
導
ご
協
力
を
心
か
〗

一

に

邁

進

し

て

参

る

所

存

で

あ

り

ま

す

。

ら

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

と

同

時

に

、

村

民

皆

様

の

一

一
現
在
の
之
等
各
小
学
校
舎
は
ご
承
知
の
通
り
、
そ
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
一

[
の
老
朽
は
な
は
だ
し
く
、
い
ず
れ
も
危
険
校
舎
で
あ
す
。

（＇，1
，・ 

ち
ま
し
て
、
誠
心
誠
意
、
か
つ
、
公
正
な
議
会
運
営
一

一

議

長

就

任

挨

拶

の

た

め

渾

身

の

努

力

を

い

た

す

所

存

で

あ

り

ま

す

。

一

近
時
わ
が
村
の
経
済
発
展
に
伴
い
、
村
民
生
活
も
一

議

長

小

原

忠

治

順
調
安
定
の
方
向
に
向
い
つ
、
あ
り
ま
す
が
各
般
に
一

一
新
し
い
年
、
平
和
な
昭
和
四
十
一
年
を
む
か
え
る
わ
た
り
問
題
が
あ
り
、
特
に
、
産
業
構
造
改
善
事
業
、
一

皿
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
お
喜
母
畑
ダ
ム
、
農
協
合
併
、
道
路
網
の
整
備
拡
充
、
教
一

育
施
設
の
整
備
等
、
幾
多
の
難
問
題
が
山
積
し
て
居
-

叩
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
さ
て
、
今
度
不
肖
私
、
小
林
前
議
長
が
健
康
上
の
り
ま
す
。

一
理
由
で
辞
任
さ
れ
、
そ
の
後
任
と
し
て
議
長
の
栄
職
か
、
る
重
大
な
る
と
き
に
際
し
、
議
長
の
要
職
を
一

一
を
け
が
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
承
知
の
と
お
り
汚
し
ま
す
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
そ
の
責
任
の
一

皿
私
は
も
と
よ
り
、
浅
学
非
オ
で
あ
り
ま
し
て
、
果
し
重
、
か
つ
大
な
る
を
痛
感
い
た
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
111

一
て
か
よ
う
な
重
責
に
耐
え
得
る
か
、
ど
う
か
内
心
い
村
民
各
位
は
も
と
よ
り
、
執
行
機
関
、
各
方
面
の
一

一
さ
さ
か
心
配
し
て
居
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
就
一

-
し
か
し
、
就
任
致
し
ま
し
た
以
上
、
老
骨
に
鞭
ぅ
任
の
挨
拶
と
い
た
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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我
が
村
の
農
業
構
造
改
善
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農
業
基
本
法
が
制
定
さ
れ
構

造
改
善
事
業
が
そ
の
一
現
と
し

て
出
発
し
て
か
ら
五
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
度
ま

で
に
全
国
で
二
、

0
八
六
の
市

町
村
が
計
画
地
域
と
し
て
指
定

を
う
け
一
、
一
八
六
の
市
町
村

が
実
施
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

我
が
村
で
は
四

0
年
度
に
計

画
指
定
を
う
け
ま
し
て
昭
印
四

一
年
度
よ
り
実
施
に
入
る
た
め

目
ド
主
管
課
で
あ
る
産
業
課
を

中
心
と
し
て
県
農
業
溝
造
改
善

課
を
始
め
県
出
先
の
指
導
部
門

並
に
専
売
公
社
、
キ
リ
ゾ
ビ
ー

ル
会
社
等
の
協
刀
を
得
ま
し
て

玉
川
村
の
構
造
改
善
の
基
本
構

想
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お

り
ま
す
。
実
施
計
画
の
認
定
は

一
月
中
に
農
林
省
よ
り
な
さ
れ

る
の
で
あ
り
ま
す
が
そ
の
認
定

協
議
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
計

画
書
の
勺
容
を
中
心
と
し
て
申

述
べ
て
皆
様
の
御
協
力
を
得
た

い
と
思
い
ま
す
。

田
植
終
え
悲
し
と
洩
ら
す

女
等
の
夫
は
明
日
よ
り
出

稼
ぎ
に
行
く

こ
の
心
境
は
、
我
が
村
に
も

当
て
は
ま
り
は
し
な
い
だ
ろ
う

か
°
農
業
専
業
で
や
つ
て
行
け

る
所
謂
専
業
農
家
は
一
、
一
―

九
戸
の
中
三
五
％
三
九
二
戸
で

他
は
総
て
他
産
業
の
収
入
と
を

併
せ
て
な
ん
と
か
や
つ
て
い
る

現
況
で
あ
り
ま
す
。
農
家
の
所

得
を
増
加
さ
せ
る
に
は
こ
の
道

し
か
な
い
だ
ろ
う
か
。
民
法
七

五
二
条
に
「
夫
婦
は
同
居
し
・
・
・

．．． 
」
と
あ
り
そ
れ
を
田
植
が
一

年
中
あ
れ
ば
よ
い
と
願
う
女
た

ち
を
無
視
す
る
よ
う
な
農
村
の

経
済
状
勢
を
根
本
か
ら
改
善
し

て
、
農
業
所
得
を
他
産
業
並
み

に
増
加
を
図
る
た
め
に
村
民
一

丸
と
な
っ
て
こ
の
問
題
に
取
組

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
第
一
次
に
実
施
す
る
中

及
び
北
須
釜
部
落
の
基
盤
整
備

な
り
近
代
化
経
営
施
設
の
事
業

は
そ
の
モ
デ
ル
的
事
業
で
あ
り

ま
す
の
で
他
の
地
区
に
お
い
て

実
施
希
望
が
あ
れ
ば
第
二
次
事

業
と
し
て
取
上
げ
て
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
計
画
に
つ
い
て
は
総

事
業
費
九
‘
―
二
五
万
円
で
そ

の
中
土
地
基
盤
整
備
事
業
五
、

五
七
八
万
円
、
経
営
近
代
化
施

設
事
業
一
、
八
二
四
万
円
、
融

資
単
独
事
業
一
、
七
二
三
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
事
業
量

に
つ
い
て
ほ
区
劃
整
理
尺
二
町

農
地
造
成
五

0
町
、
ホ
ッ
プ
乾

燥
施
設
二
棟
、
ト
ラ
ク
ク
ー
四

台
、
た
ば
こ
育
苗
施
設
六
棟
、

仝
乾
燥
施
設
（
個
人
）
四

0
棟
を

設
置
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

基
幹
作
目
の
選
定
に
つ
い
て

ほ
中
地
区
は
ホ
ッ
プ
、
そ
菜
、

北
須
釜
地
区
は
た
ば
こ
を
中
心

と
し
て
今
后
こ
の
作
目
に
よ
る

所
得
を
如
何
に
し
た
ら
増
加
で

き
る
か
を
よ
く
検
討
を
加
い
計

画
の
万
全
を
期
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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玉
川
村
と
鏡
石
町
の

境
界
が
一
部
変
更

•
本
年
一
月
一
日
か
ら
竜
崎
部
落
の
向
川
原
が
鏡
石
町

．
の
大
字
成
田
へ
編
入
さ
れ
、
鏡
石
町
成
田
の
上
大
川

•
原
及
下
大
川
原
の
二
字
が
大
字
中
部
落
に
編
入
す
る

•
こ
と
に
な
り
、
去
る
十
二
月
三
日
付
で
県
報
に
告
示

．
に
な
り
ま
し
た
の
で
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

福
島
県
告
示
第
千
三
百
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
七
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
昭
和
四
十
一

年
一
月
一
日
か
ら
石
川
郡

玉
川
村
と
岩
瀕
郡
鏡
石
町

の
境
界
を
次
の
と
お
り
変

更
す
る
o
,

石
川
郡
玉
川
村
か
ら
岩
瀬

郡
鏡
石
町
に
編
入
す
る
区

域
。
石
川
郡
玉
川
村
大
字
竜

崎
字
向
川
原
の
全
域

岩
瀬
郡
鏡
石
町
か
ら
石
川

郡
玉
川
村
に
編
入
す
る
区

•9
9 

.

.

.
 
‘

•
9

・

域
。
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岩
瀬
郡
鏡
石
町
大
字
成

田
字
下
大
川
原
及
同
町

大
字
成
田
字
上
大
川
原

の
全
域
。

昭
和
四
十
年
十
二
月
三
日

福
島
県
知
事
木
村
守
江

冒石川地方の農業
ぉを共済組合も合併古琴写宰宰写ミ・主・==-三竺三三

¥, ~. 

たし：：：：組町川平町
が合年合 （1)村田‘郡
去い間は各‘村浅下
る準の過共古‘川石
十備話去済殿玉町川

土
地
改
良
区
は
農
業
経

営
を
合
理
化
し
、
農
業
生

産
力
を
発
展
さ
せ
る
た
め

土
地
改
良
事
業
及
び
こ
れ

に
附
帯
す
る
事
業
を
行
い

農
業
生
産
性
の
向
上
、
生

産
の
増
大
及
び
農
業
構
造

の
改
善
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
現
在
迄
村

の
三
つ
の
土
地
改
良
区
を

統
合
し
、
玉
川
村
土
地
改

良
区
と
し
て
発
足
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
士
地
改
良
区
の
合

一
月
二
日
の
合
併
促
進
審

議
委
員
会
に
於
て
、
昭
和

四
十
一
年
四
月
一
日
合
併

に
よ
る
新
組
合
の
発
足
の

案
が
決
定
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
各
組
合
は
四
十
一

年
一
月
十
五
日
ま
で
に
合

併
予
備
契
約
の
総
代
会
を

招
集
す
る
。
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歩

．

原

野

一

―

筆

六

反

関

四

畝

一

七

歩

藤

R

上

大

川

原

九

町

七

反

車

八

畝

ニ

ニ

歩

車

・
内
訳

．

．
 

畑

九

九

筆

九

町

七

反
二
畝
一
四
歩

宅

地

一

筆

一

八

八

坪

＠
下
大
川
原

畑

七

八

筆

三

町

八

反
九
畝
一
五
歩

併
に
つ
い
て
は
、
本
年
八

月
二
日
知
事
に
申
請
、
十

月
八
日
に
認
可
さ
れ
、
土

地
改
良
法
並
に
玉
川
村
土

地
改
良
区
定
款
の
定
め
る

処
に
よ
り
、
玉
川
村
選
挙

管
理
委
員
会
が
十
一
月
十

六
日
告
示
、
十
二
月
六
日

選
挙
当
日
に
て
総
代
の
選

挙
を
行
う
事
に
決
定
し
、

定
員
四
十
五
名
に
対
し
四

十
五
名
の
立
候
補
に
て
左

記
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。
）
 

佐生矢大鈴三熊吉野辺

木部竹 瓶田田 崎
、 代丈

正正＝政惣丑
一之

一夫郎由二蔵助

玉
川
村
土
地
改
良
区
の

発
足
に
つ
い
て

靡
屋有森境

賀 田

藤六孝

一郎意

吉

野辺木田根

藤政直

鈴

木

新

造

角

田

文

雄

高

林

浅

太

郎

岩

法

寺

．

ー

佐
刀久

間

倉

太

遠

藤

重

喜

佐

久

間

勝

義

竜

崎
鈴

．
木

重

義

岡

部

角

一

小

林

友

之

仁

井

田

勝

美

小

林

満

南
須
釜

．．

大

越

茂

久

増

子

忠

義

八

木

喜

治

大

野

愧

久

戸

津

今

朝

吉

国

井

長

司

大

野

佐

七

大

越

常

正

真

野

目

幸

吉

塩

沢

重

直

北
須
釜関車鈴渡草

正

吉一春清之

中

田田田根藤

鉄兵金貞

蔵助二夫忠

石
川
町
、
浅
川
町
、
蓬

田
村
、
小
平
村
、
玉
川
村

大
東
村
の
各
森
林
組
合
の

合
併
に
つ
い
て
は
、
合
併

~1111111111111III11111111111111111 I I 1111111111111 II 111ヽ II111111111111111111111111111 I I II II I HI 11111111'• 

賀 正
1 9 6 6 

：
石
二
穆
：辰
：
治

真

野

目

照

．治

四
辻
新
田
塩

田

三

徳

こ
の
第
一
回
総
代
会
を

十
二
月
十
四
日
開
催
さ
れ
、

理
事
十
三
名
監
事
三
名
の

選
挙
が
行
は
れ
た
結
果

理

事
野

崎

丈

之

助

大

和

田

重

正

真

弓

冨

久

治

車

田

清

雄

高

林

浅

之

助

大

竹

代

次

小

林

伴

衛

小

原

忠

治

瀬

谷

誠

渡

『
辺

政

]

委

員

会

の

下

に

推

進

し

て

須

釜

勝
太
郎
来
ま
し
た
が
、
十
二
月
二

石

森

定

男

十

日

ま

で

に

そ

れ

ぞ

れ

の

石

井

嘉

一

↑

組

合

で

、

合

併

臨

時

総

会

．
．
 
を
開
催
し
合
併
が
決
定
さ

監

事
関

根

誠

れ

ま

す

が

、

太本
村
の
森
林

小

林

元

一

組

合

に

お

い

て

は

、

十

二

車

田

金

二

軍

月

十

四

日

玉

川

村

公

民

館

：
組
合
員
数

以
上
の
方
々
が
当
選
さ

千
円
窒〈

れ
ま
し
た
。
叉
理
事
長
選

―――
1
0
 

挙
は
十
二
月
二
十
日
行
は

望工

れ
小
林
伴
衛
氏
が
、
代
表

舌――

監
事
に
車
田
金
重
氏
が
決

窒〈

定
致
し
ま
し
た
。
何
と
そ

塁一

今
后
の
土
地
改
良
区
の
運

―-r
―101
―
 

営
に
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

玉

川

村

役

場

玉

川

村

公

民

館

玉
川
村
教
育
委
員
会

玉
川
村
選
挙
管
理
委
員
会

玉
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

森
林
組
合
会
併
決
定

組
合
名

•

9 
石

川

浅

川
蓬

田
小
乎
9

↓
 

玉

川

．

．．． 
大

東計

会
誂
室
で
出
席
者
三
五
一

人
の
賛
成
を
得
て
、
合
併

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
合
併
計
画
の
概
要
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、

現
組
合
の
概
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

出
資
金
額

一、―
-
1

ハ――
―――――― 
翌七一考写

一、
0

老

一
、
元
写

B‘

器八

森
林
面
積

ヘ
ク
タ
ー
ル

六、翌―――

一‘苺
0

-ro-
―
 

W
l
究

．

『越
'一、発八

1

写
、
八
春

合
併
后
の
役
員
は
理
事
て
業
務
の
強
化
を
図
り
各

二

0
人
、
監
事
五
人
と
し
地
区
に
連
絡
員
を
設
置
し

9-n-ga-_ ．．
 
し

叩
地
区
別
選
挙
区
制
を
と
り
て
組
合
員
と
の
連
絡
を
図

7

叩
総
代
一
五

0
人
も
同
じ
選
り
地
区
別
に
林
業
相
談
日

叩
挙
方
法
で
地
区
毒
に
選
出
の
設
置
、
部
落
座
談
会
の

開
催
等
に
よ
り
林
業
の
振

叩
さ
れ
る
。

｀
皿
職
員
は
現
在
五
名
で
あ
興
を
促
進
す
る
も
の
で
あ

、皿
る
が
、
更
に
一
名
増
員
し
る
。

二

世

帯

員

の

七

割

給

付

一
実
施
に
つ
い
て

呻
世
帯
員
の
七
割
給
付
に

血
つ
い
て
十
二
月
二
十
五
日

血
に
開
れ
た
第
四
回
定
例
村

血
議
会
に
お
い
て
国
保
条
例

叩
が
一
部
改
正
さ
れ
、
こ
れ

呻
に
伴
い
四
十
一
年
一
月
一

皿
日
よ
り
世
帯
主
だ
け
で
な

く
、
家
族
全
員
の
七
割
給

付
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
被
保
険

者
の
皆
様
に
お
知
せ
致
し

ま
す
。そ
れ
で
一
月
一
日
よ
り

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と

き
は
、
皆
さ
ん
は
三
割
を

負
担
す
れ
ば
良
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

-

例
え
ば
医
療
費
総
額
が

千
円
と
す
れ
ば
、
保
険
者

（
役
場
）
支
払
額
七
百
円
で
．

皆
さ
ん
が
窓
口
支
払
額
が△"
'
 

三
百
円
と
な
り
ま
す
。

尚
、
保
険
証
の
一
部
負

担
割
合
を
訂
正
し
て
な
い

方
は
至
急
本
庁
及
び
支
所

に
て
訂
正
し
て
下
さ
い
。
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第
四
回
定
例
村
議
会
は
去
る
十
二
月
二
十
五
日
、

二
十
六
日
の
両
日
、
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
、
昭

和
四
十
年
玉
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算
案
外
六
議

案
が
上
提
さ
れ
、
原
案
通
り
決
定
さ
れ
ま
吐
た
。

◇
開
会
胃
頭
、
文
教
厚
生
意
を
表
明
し
て
居
り
ま
し

委
員
長
渡
辺
議
員
よ
り
、
た
が
今
議
会
に
正
式
に
辞

教
育
施
設
の
整
備
強
化
外
職
願
を
掃
出
さ
れ
ま
し
た

二
件
に
つ
い
て
一
般
質
問
の
で
議
会
は
小
林
議
長
の

が
あ
り
、
こ
の
中
で
小
高
人
格
を
惜
し
み
な
が
ら
、

小
学
校
の
統
合
問
題
に
つ
健
康
上
の
理
由
で
や
む
ぅ

い
て
、
村
当
局
の
所
信
を
得
ず
と
し
て
、
辞
意
を
認

正
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
め
後
任
と
し
て
、
諮
長
に

小
原
忠
治
氏
を
副
諮
長
に

こ
。
キー◇
小
林
議
長
は
最
近
健
康
矢
部
勇
太
郎
氏
を
満
場
一

が
す
ぐ
れ
な
い
理
由
で
辞
致
を
も
つ
て
選
任
し
た
。

―
-
＿
.
目
,
＇
・
！

I――

ll冬＂き
11
び
11
し

| 新しい—―
民生委員の紹介I

しいたけの栽培

1 どんな原木が良いか

よく生いて採算のよいのはクヌギ、ナラ類でクヌギ

は8,..__,15年位ナラは10,..__,25年位のものが適当です。

原木の伐り時と玉切

秋紅葉した頃が適期ですが秋から翌春木の芽が出る

前まで（成長停止期）が伐り時期です。・伐採したもの

は1,.._, 2ヶ月位枝乾して 1,.._, 1・2m位に玉切りし植付

をします。

2
 

3
 
植付

の配列

け 方

り
＼
、rJ
 

() : 。: 0 : 0 : 。： 〇ーロ_ー~_] 6-lOrm 
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穴の深さ 2CJn 

種菌の場合は塊のまと皮のところまで入れふたをす

る。種駒の場合は穿孔器の頭叉は金槌で叩き込む。

4 伏せ込み

植付け后活着の確実をはかるため枝葉で原木をおお

い湿気を充分もたせます。伏せ込みは原木にしいたけ

菌を完全にまんえんさせるための作業でこの作業が収

穫に大きな影響を与えるもので場所としては風涌しが

よく木の葉を通して光が~,.._.,3割位もれて来る林の中

でしかも南又は東南に面した所が理想とされておりま

す。この間に注意することはひまのあるたびに見廻つ

て菌の伸び方、風通し、害虫や、雑菌の発生に注意す

る。特に梅雨期、夏期には高湿過湿の被害をうけぬよ

う注意して下さい。

起

伏せ込んでから一夏すぎて原木に菌がまんいんした

らその秋から翌春にかけてしいたけの発生し易い場所

に移して立てかけます。ホダ場は伏せ込み場より湿気

量のや入多い所．で乾風の当らない所が適当です。

5
 
ホ ダ し

しいたけ栽培を初めたい方に

今后しいたけ栽培を初めたい方は特に共同出荷と云

ふことを考え品種を統一する点からも須釜農協内のし

いたけ出荷組合にご相談されて計画することが販売面

についても安心して栽塔を初められます。

6
 

民
生
委
員

の
任
期
が
昭

和
四
十
年
十

一
月
三
十
日

を
も
つ
て
満

了
と
な
り
、

昭
和
四
十
年

十
二
月
一
日

を
も
つ
て
新

し
い
民
生
委

員
が
次
の
様

に
決
り
同
日

付
で
厚
生
大

臣
よ
り
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
は
皆
様
方
の
御
協

力
に
よ
り
ま
し
て
地
域
涸

祉
の
増
進
の
た
め
に
努
力

い
た
し
ま
す
の
で
宜
敷
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

担
当
部
落

竜

崎
小

林

元

岩
法
寺
‘―――――――――――――――[ 
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__ ＿＿_＿_＿_＿ 
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近

内

北

須

釜関

根

草

野

南

須

釜大

木

増

子
塩

沢

山

小

屋

．

石

森

四
辻
新
田
．

塩

田

こ
の
た
び
運
転
者
会
で

徳
義
は
、
原
付
、
小
型
特
殊
、

自
二
限
定
解
除
の
出
張
試

験
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

藤

義

昌要ナ

久助ツ

免
許
出
張
試
験
を
ー
ー
|
コ

r
希
望
さ
れ
る
方
に

藤キ

士ョロ

寿

雄

吉

要弥

JI I 蒜

鈴矢車三関小
辺生高
木部田輪根針

辰．ス

ィ

貞源

夫一

小 中

安

司

大

竹

正

雄

E-
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昭
和
四
十
年
度
の
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
、
一

一
昨
年
十
二
月
一
日
よ
り
全
国
的
に
展
開
さ
れ
、
当
一

一
村
に
お
い
て
も
生
活
の
苦
し
い
人
、
心
身
の
障
害
-

〗
者
等
に
あ
た
た
か
い
手
を
の
ぺ
よ
う
と
、
各
地
域
〗

一
の
民
生
委
員
や
福
祉
協
議
会
の
役
員
が
歳
末
た
す
g

-
け
あ
い
募
金
の
た
め
、
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
し
た
一

叩
と
こ
ろ
、
理
解
あ
る
皆
様
方
の
御
協
力
に
よ
り
ま
一

一
歳
末
た
す
け
あ
い
に
感
謝
一

一
し
て
、
目
櫻
額
が
達
成
出
来
ま
し
た
こ
と
深
く
惑
-

111

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
早
速
こ
の
募
金
を
各
種
施
設
叩

一
入
所
者
、
生
活
困
窮
者
、
火
災
罹
災
者
等
に
各
民
-

一
生
委
員
が
慰
問
し
贈
り
ま
し
た
の
で
、
さ
4

や

か

-

-
で
は
あ
り
ま
し
よ
う
が
、
明
る
い
正
月
を
迎
い
る
皿

一
こ
と
が
出
来
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
福
祉
一ーー

一
向
上
の
た
め
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
＇

．．
． 
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し
か
し
出
張
誠
験
は
五
十

名
以
上
の
受
験
者
が
必
要

で
す
か
ら
、
只
今
そ
の
希

望
者
数
の
調
査
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
受
験
希
望
者

は
駐
在
所
叉
は
役
員
ま
で

泉
郷
運
転
者
会

至
急
申
し
出
て
下
さ
い
。

五
十
名
以
上
に
な
れ
ば

試
験
は
二
月
中
旬
頃
に

な
り
ま
す
。
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新
評
価
の
実
施
に
よ
り
固
定

資
産
税
が
多
く
な
る
か
／

_＿
 

—
あ
な
た
の
お
家
を
ー
ー
_

眉
見
せ
て
く
だ
さ
い
—

――
 ＊

固
定
資
産
（
家
屋
）
の
評
価
実
施
に
つ
い
て
は
、
先
＊

＊
に
「
広
報
た
ま
か
わ
」
第
四
号
に
て
お
知
ら
せ
い
た
＊

＊
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
実
際
に
あ
な
た
方
＊

＊
の
家
に
お
邪
靡
し
実
施
し
て
感
じ
た
事
を
若
干
記
＊

＊
し
、
こ
れ
か
ら
の
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
＊

の
で
、
御
承
知
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

実
際
の
評
価
実
施
に
つ

い
て
、
あ
な
た
の
お
家
に

係
員
が
お
邪
麗
し
二
つ
の

作
業
を
い
た
し
ま
す
。

そ
の
一
っ
は
、
あ
な
た

の
お
家
（
各
棟
毎
）
の
構

造
を
、
平
面
図
に
縮
尺
し

て
書
き
取
り
ま
す
。
こ
の

作
業
は
、
仲
々
大
変
で
若

干
時
間
も
か
か
る
の
で
す

が
、
こ
の
際
、
次
の
こ
と

に
つ
い
て
再
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
係
員
の
質
問
に

玉
川
村
選
挙
管
理
委
員
会

委

員

長

大

越

力

＇

夫

昭
和
四
十
一
年
一
月

尚
、
何
よ
り
も
作
業
の

進
渉
を
図
る
こ
と
は
、
そ

の
ま
4

の
姿
を
見
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
あ
り
ま
す

、
、
、
、

の
で
家
の
中
が
ち
ら
け
て

答
え
て
く
だ
さ
る
等
、
ご
い
る
か
ら
等
、
遠
慮
せ
ず

協
力
が
あ
れ
ば
非
常
に
作
に
係
員
に
お
見
せ
く
だ
さ

、
、
、
．
，ヽ

業
が
は
か
ど
り
ま
す
。
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

1
家
屋
の
問
仕
切
に
つ
い
追
つ
て
申
し
上
げ
ま
す

て

。

が

、

係

員

も

、

あ

な

た

と

2
各
部
屋
の
坪
数
（
畳
数
）
同
じ
よ
う
な
家
か
ら
出
で

と
れ
の
状
態
。

9

行
く
者
で
す
か
ら
、
何
も

3
電
気
設
備
（
螢
光
球
、
恥
し
が
ら
ず
、
家
屋
の
す

白
熱
球
、
ス
イ
ッ
チ
、
み
ず
み
ま
で
お
見
せ
く
だ

コ
ソ
セ
ソ
ト
等
の
数
と
さ
る
よ
う
重
ね
て
お
願
い

ど
こ
の
家
を
訪
問
し
て

も
、
叉
途
中
で
出
合
っ
た

方
々
と
の
会
話
の
中
に
も
〗
[
[
は
、
評
点
．
呻
庭
中
限
ギ
ず
年
郎
の

必
ず
と
言
っ
て
良
い
く
ら

い

「

今

度

は

税

金

が

高

く

調

査

表

に

よ

り

「

屋

根

」

配

付

に

つ

い

て

な

る

の

か

」

と

言

う

問

題

「

某

礎

」

等

、

各

部

分

毎

が

出

ま

す

が

、

こ

れ

に

つ

の

状

態

を

調

査

す

る

作

業

国

民

健

康

保

険

の

趣

旨

国

保

加

入

世

帯

に

配

付

い

い

て

は

、

先

に

広

報

に

て

で

、

こ

れ

に

つ

い

て

は

家

普

及

事

業

の

い

つ

か

ん

と

た

し

ま

す

か

ら

活

用

方

お

お

知

ら

せ

し

た

と

お

り

、

屋

（

各

棟

毎

）

の

建

築

年

し

て

国

民

健

康

保

険

の

認

願

い

し

ま

す

。

決

し

て

税

金

を

上

げ

る

た

月

、

又

は

、

改

修

年

月

等

識

を

高

め

る

目

的

の

た

め

こ

の

内

容

と

し

て

は

、

め

の

評

価

換

え

で

は

な

く

を

、

お

聞

き

い

た

し

ま

す

叉

健

康

を

守

る

運

動

モ

デ

国

保

事

務

関

係

、

医

師

住

従

来

の

資

貸

価

格

の

倍

数

の

で

あ

ら

か

じ

め

お

調

ベ

ル

地

区

に

県

国

保

団

体

連

所

欄

、

給

付

記

録

欄

、

金

方

法

か

ら

、

新

基

準

表

に

く

だ

さ

り

質

問

さ

れ

た

ら

合

会

よ

り

指

定

村

に

な

つ

銭

出

納

、

家

族

欄

、

年

度

よ

る

価

額

の

算

出

に

か

え

直

ち

に

お

答

え

く

だ

さ

る

た

の

に

伴

い

健

康

手

帳

を

別

保

険

税

額

調

、

白

紙

メ

ら

れ

る

こ

と

で

あ

り

ま

す

よ

う

お

願

い

し

ま

す

。

作

成

い

た

し

ま

し

た

の

で

モ

等

で

こ

れ

の

使

用

方

法

111i1i 
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一
111

成

人

式

を

迎

え

ら

れ

た

皆

さ

ん

、

お

め

で

う

と

思

い

ま

す

。

行

な

わ

れ

た

と

は

言

い

切

れ

な

い

現

状

は

誠

llH

＿
 

こ
の
選
挙
権
を
一
人
一
人
が
責
任
と
自
信
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

ー
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

l

皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
一
般
社
会
人
と
し
を
も
つ
て
明
る
＜
正
し
く
行
使
し
て
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に
あ
た
つ
て
、
立
派
な
叩

血
て
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
有
権
者
の
意
志
が
正
し
く
国
政
や
地
方
の
政
選
挙
を
実
現
し
、
明
る
＜
住
よ
い
社
会
を
築
i

く
た
め
、
皆
さ
ん
が
た
が
豊
か
な
社
会
政
治

、

新

有

権

者

の

常

識

と

正

義

感

と

を

も

つ

て

行

動

さ

れ

ま

す

一

一
成
人
に
な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
肉

.

、

ヘ

―

血
体
的
精
神
的
に
大
人
の
仲
問
入
り
し
た
と
し

皆

さ

ん

ょ

う

切

望

い

た

し

ま

し

て

、

御

祝

の

言

葉

と

ー
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
的
に
も
、
法
律
的

＿
ぅ
＂

に

も

責

任

と

能

力

の

あ

る

人

間

と

し

て

認

め

・

い

た

し

ま

す

。

一

治
に
反
映
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

＂
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
特
に
成
人
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
受
け
る
く
こ
の
｀
よ
う
な
太
切
な
選
挙
が
、
明
る
＜
正

一

111

最
も
意
義
あ
る
も
の
は
、
選
挙
を
通
じ
て
政
．
し
い
選
挙
が
叫
ば
れ
て
か
ら
十
数
年
を
経
過

治
に
参
加
す
る
権
利
、
即
ち
選
挙
権
で
ろ
あ
し
た
今
日
に
お
い
て
も
、
ま
だ
ま
だ
正
し
く

―-1-―U-
＝-＝
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一

します。

御協力ください。

川投票辺投区票名区
ヵ甲 I 女 計
301 358 659 

小品ク 538 616 1,154 

須竜ー・ 崎釜‘•一 クク 340 387 727 
475 533 1,008 

吉 // 137 154 291 
山小屋ク 145 162 307 
四辻ク 153 165 318 

計 I 2.osg I 2,s75 I 4.464 

火
の
元
に

こ
用
心

火
災
の

シ
ー
ズ
ン
で
す

叫

部

落

川

辺

岩

法

寺

南

須

釜

ク‘北

須

釜

吉ク四
辻
新
田

出
生
児
氏
名

矢

部

信

彦

草
野
―
―
―
代
子

大

野

美

代

子

吉

村

信

．

幸

塩

沢

和

恵

近

内

美

恵

子

鈴

木

秋

良

太

田

京

子

と
し
て
は
給
付
記
録
欄
が

あ
り
ま
す
が
、
お
医
者
さ

ん
に
か
か
っ
た
際
に
は
各

自
簡
単
で
結
構
で
す
か
ら

そ
の
つ
ど
記
録
し
て
下
さ

い
。
こ
れ
に
よ
り
村
に
於

て
統
計
資
料
等
の
参
考
と

し
、
又
各
家
庭
に
お
い
て

は
保
健
記
録
に
も
役
立
つ

基
本
選
挙
人
名
簿
確
定

昭
和
四
十
年
十
二
月
二

十
日
開
か
れ
た
選
挙
管
理

委
員
会
で
、
昭
和
四
十
年

九
月
十
五
日
現
在
で
調
査

作
成
し
た
基
本
選
挙
人
名

簿
｝
仁
登
載
さ
れ
た
人
員
が

別
表
の
よ
う
に
確
定
さ
れ

こ
。
f
 こ
の
名
簿
は
、
昭
和
四

十
一
年
十
二
月
十
九
日
ま

で
有
効
で
あ
り
ま
す
の
で

名
簿
作
成
調
査
日
（
九
月

・鴨十
五
日
）
以
降
転
入
さ
れ

た
有
権
者
、
叉
は
昭
和
二

十
年
十
二
月
二
十
日
以
后

に
生
れ
た
人
で
満
二
十
才

に
達
し
た
人
は
、
い
つ
で

も
補
充
選
挙
人
名
簿
登
録

申
出
が
出
来
ま
す
の
で
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
申
出

下
さ
い
。

り
、
モ
デ
ル
部
落
を
二
つ

位
も
う
け
て
推
進
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

正
月
は
、
冥
土
の
旅
の

一
里
塚
、
め
で
た
く
も
あ

り
、
め
で
た
く
も
な
し
、

と
一
休
和
尚
が
詠
だ
と
言

う
旬
が
あ
り
ま
す
が
、
月

日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の

で
、
広
報
『
た
ま
か
わ
』

も
発
行
し
て
一
年
新
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

広
報
も
編
集
の
未
熟
で

非
常
に
読
み
に
く
い
点
も

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が

今
年
は
馬
力
（
う
ま
年
）

を
か
け
て
、
頑
張
る
つ
も

り
で
す
の
で
、
ど
し
ど
し

投
稿
く
だ
さ
る
よ
う
御
願

い
し
ま
す
。

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ

り
、
今
年
も
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
御
祈
り
い
た

し
ま
す
。

世
帯
主
名
続
柄

勇

太

郎

孫

重

治

ク

ナ

ッ

ク

幸

雄

二

男

久

吾

孫

正

義

ク

浅

吉

ク

久

米

ク

部

落

死

亡

者

氏

名

川

辺

矢

吹

英

蔵

小

高

谷

地

昭

徳

南

須

釜

木

戸

タ

キ

ク

小

原

ョ

ッ

山

小

屋

石

森

惣

吉

者

世

帯

主

名

続

柄

主

政

二

の

父

ク

ヒ

デ

ヨ

の

夫

惣

吉

母

二

郎

妻

定

男

同

居

こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
一

（
十
一
月
分
の
死
亡
届
か
ら
）

為
お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
さ
い
ま
す

（
十
一
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
村

と
し
て
は
こ
れ
の
充
分
な

る
活
用
方
を
期
待
し
て
お




